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図3 使用されるスヲリ ンープレーの種鍍別劃告
a イン ・ザイド・スクリー ン







リーン (29.3%)。パッ 9・スヲリ司ン α3.8%)，
4ン・サイド ・スタリーン (14.8%)，アウェイ ・
スクリーン (J1.4%)，アウト ・サイド ・スクリー
ン (9.9%)。クロス ・スクリ-:/(7.8%)。ダ
プル・スクリ・・・ン (3.0%)の|崎で使用されてお






割合に関してもy.， ン・スfリー λ イン ・サイ
ド・7o?1)ーンとは有認な4Eが認められなかった
が，ft!lのステリ F ンプレーと比較すると有意な義
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的委譲についてもイン ・サイド ・:J.'Jリー ンと同
様であると考えられる。イ y ・ψイド ・スクリー





















高< (35.9%).縫いてポゾジョンSω3.1%) . 
，f.ジション6(J 1.7%)。ポジショ ン4(8.1%). 
，f.>Iシ 書:.-3 (4.0%) .そしてポジシ ョンlと
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悶4 ス?リ ンープレーで使用苫れる地tl別創世
竃2 ~ヲりーンプレーで健局される地岨制割告白量白後定
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:li'lー にダヲン ・スクリーンが般も多< (29.3 
9t) . 11ニにパフ f・スヲリーン α3.89t). 
3ft.=.にイ J ・サイド ・スヲリーン(l4.89t). 
7ワAイ・スタ 1)ーン (11.4%).7ウト ・
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